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事業責任者： 菊地 吉信（工学研究科建築建設工学講座・准教授） 

代表学生 ： 水野 峻輔（工学研究科安全社会基盤工学専攻・博士前期課程２年） 

 

概    要  

福井市における空き家の利用拡大に貢献するため、福井市空き家情報バンク掲載物件について学生の提案

力を生かした魅力的な利用提案に取り組んだ。福井市では平成 19 年度から空き家情報バンクを運営してい

る。本事業は前年度からの継続であり、学生の柔軟で新しい発想により空き家情報バンクの利用拡大策や

登録物件の魅力を効果的にＰＲする情報発信の方法を提案する。実施期間中に２件の空き家を対象とした

実測調査ならびに利用イメージ図等の作成を行い、その成果は福井市空き家情報バンクのサブサイトとし

て一般公開された。 
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福井市は、民間市場に流通していない空き家が老朽し使用不能になる前に流通につながるよう、平成 19 年

度から空き家情報バンクを運営している。しかし、空き家所有者の認知度が低く利用拡大が課題となっている。 
そこで本事業は、福井市における空き家の利用拡大に貢献するため、空き家情報バンク掲載物件について学

生の提案力を生かした魅力的な情報発信を行うことを目的とする。 
本事業は前年度からの継続であり、学生の柔軟な発想により空き家情報バンクの利用拡大や登録物件の魅力

を効果的にＰＲする情報発信の方法を提案する。具体的には、空き家情報バンク掲載物件の現地調査、提案プ

ラン作成、福井市サブサイト掲載を行う。また、前年度事業の効果分析とそれに基づく改善を講じることによ

り、情報発信方法の向上をはかることも今年度の目的の一つとする。 
 

 
 
福井市住宅政策課と連携し、同市空き家情報バンク掲載物件の中から所有者および管理者の同意が得ら

れた２物件を対象として、実測調査ならびに利用イメージ図等の作成を学生主体により行った。 
主な成果として、参加学生にとっては実践的な課題に取り組むことにより高い教育効果が得られるとと

もに、地域課題に対する理解を深めることができた。 
また前年度に作成しサブサイト 1）に掲載した３物件については、令和 7 年 2 月～12 月の期間でそれぞ

れ 829 回、915 回、1,141 回のアクセスを獲得した。 
空き家問題に対する社会的関心は高く、その解決に向けて本学学生の取組みが一定の貢献を果たすこと

ができたと考えている。 
今後の課題として空き家情報バンク利用者の情報ニーズを把握することが挙げられ、そのために不動産

事業者等の調査を行うことが望ましい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１)福井市空き家情報バンクのサブサイト： 
 https://www.city.fukui.lg.jp/kurasi/jutaku/akiyataisaku/bankmiryoku.html 

事業の背景および目的 

事業の内容および成果 

参考文献・添付資料および特記事項等 

福井市空き家情報バンクサブサイトと利用イメージ図（一部） 



事業名称: 福井市空き家情報バンク魅力向上プロジェクト
事業責任者：菊地 吉信（工学研究科・准教授） 代表学生：水野 峻輔（工学研究科安全社会基盤工学専攻・博士前期課程２年）

令和７年度 地域貢献事業支援金

本事業は、福井市における空き家の利用拡大に資するため、福井市空き家情報バンク掲載物件について学生の提案力を生かし
た魅力的な利用提案に取り組むもので、前年度からの継続事業である。福井市では平成19年度から空き家情報バンクを運営してお
り、利用拡大が課題となっている。そこでバンク登録物件の魅力を効果的にＰＲする情報発信に貢献すべく、今年度内に２件の登録
物件を対象として実測調査ならびに学生の柔軟な発想による利用イメージ図等ウェブ掲載素材の作成を行った。その成果は福井市
空き家情報バンクのサブサイトとして一般に公開された。

（参考）福井大学建築学生コラボ 福井市空き家情報バンク魅力向上プロジェクト（福井市空き家情報バンクサブサイト）
https://www.city.fukui.lg.jp/kurasi/jutaku/akiyataisaku/bankmiryoku.html

概 要

福井市空き家情報バンクサブサイト 掲載内容（一部）
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